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季節の推移が穏やかで、谷戸の雑木林は大量

の落ち葉をもたらしてくれました。装いを新たにし

た堆肥置き場に積み込み、多くの方に喜んでもら

える米や野菜を育てたいです。たくさんのボラン

ティアが集えるよう、年の初めに祈るばかりです。 

お 知 ら せ ＆ 谷 戸 往 来



里山が残る山崎の谷戸は野鳥の生息地として貴重です。しかし、公園として開放されている里山では、野
鳥の保護を意識した作業が必要です。公園の管理作業、里山の保全作業、生きものの保護、それぞれの違い
を意識するとさまざまなことが見えてきて、谷戸に通うのがますます面白くなります。今年はそのような事
例を紹介していきたいと思います。枯れ草や落ち葉は、公園の管理では掃除したい、里山の保全では堆肥の
材料にしたい、生きものの保護では残したいということになります。ホオジロなどの野鳥は、道端や田畑、
湿地の草の実を食べます。雑木林の落葉の下には木の実や小さな虫が隠されているので、ツグミ類などの餌
場になっています。枯れ草を刈らない、落ち葉を掃かないことが野鳥によいと思われがちですが、春までそ
のままでは、植物の発芽が悪くなって、野草や湿地の植物が弱ってきます。野鳥の保護が植物にはよくない
面もあるのです。また、落ち葉や枯れ草を堆肥にして田畑に入れ循環させなければ、当会の活動の意義があ
りません。要は、枯れ草を刈るか刈らないかではなく、作業の進め方なのだと感じます。野鳥は 12月から 1
月にかけて少しずつ草の実を食べていきます。2 月になるとほとんど草の実が食べつくされるので、野鳥が
最も苦しい季節は 2 月だということが分かります。それまでは枯れ草が必要なので、実がなくなった枯れ草
から順番に、春まで少しずつ刈っていくことで、野鳥と植物の保護が両立します。枯れ草を刈った跡地は、
ツグミ、モズ、ムクドリなどの野鳥の餌場として役立つので一石二鳥です。落ち葉かきも、現状では人手不
足で、一部の斜面の落ち葉を掃くくらいしかできませんので、大きな影響はないでしょう。公園の管理作業
は能率第一の仕事ですが、里山の保全作業は、当会のようなボランティアで楽しみながらゆっくり進められ
ます。生きものを横目で見ながらのんびり作業すると楽しい発見があるのではないでしょうか。 
谷戸の様子 
11 月は雨が少なく、異様に暖かい日がありましたが、12 月 9 日には氷が張っていました。谷戸には県内
でも激減しているカヤネズミが棲んでいます。毎年 2 回、巣の数を調べています。今年は少なめの年のよう
ですが、谷戸の中の 5箇所（5家族？）に生息していると思われました。

自然だより ～ 枯れ草と野鳥 ～ 

 体験学習



各班のお知らせ 



１月 

１０日（日） 田 籾殻くん炭、堆肥切り返し 

          雑 雑木林の調査・測定 ☆ 

１３日（水） 畑 畑の整備 

          植 野草生育地の手入れ 

１７日（日） 田 籾殻くん炭、堆肥撒き 

          雑 竹の伐採 ☆ 

          自 里山探検隊「竹細工」 

１８日（月） 畑 荒おこし ☆ 

２４日（日） 田 籾殻くん炭、堆肥撒き ☆ 

          畑 じゃがいも畑の耕し 

          雑 間伐材整理  

          講座「雑木林の管理」 ☆ 

          青空自主保育なかよし会保全活動 

３１日（日） 田 籾殻くん炭、苗床耕し 

          雑 雑木林の除間伐 

          講座「谷戸の野鳥観察」 ☆ 

２月 

３日 （水） 畑 畑の整備 

          農 味噌作り 

７日 （日） 田 籾殻くん炭、畔直し 

          雑 園内整備  ☆ 

１０日（水） 畑 さつまいもの苗床作り ☆ 

１４日（日） 田 籾殻くん炭、畔直し 

          雑 雑木林の除間伐 

１５日（月） 畑 たのくろ豆予定地の耕し 

２１日（日） 田 畔直し 

          雑 雑木林の除間伐 

          自 里山探検隊 「収穫祭」 

２４日（水） 生 カエルの卵の保護作業 

２８日（日） 畑 じゃがいも予定地の畝作り 

          雑 雑木林の除間伐 

３月 

７日 （日） 田 道具の手入れ ☆ 

          畑 道具の手入れ ☆ 

          雑 山作業道具の手入れ ☆ 

          自 父と子の里山体験 

          講座「早春の谷戸散策」 ☆ 

１０日（水） 畑 じゃがいもの植え付け 

１４日（日） 田 畔・水口直し 

          雑 雑木林の除間伐 

１５日（月） 畑 大根の間引き・草取り 

１７日（水） 畑 さといも予定地の耕し 

          植 早春の植物の生育地の手入れ 

２１日（日） 田 畔・水口直し 

          雑 雑木林の除間伐 

２４日（水） 生 オタマジャクシの保護作業 

２８日（日） 雑 斧で薪割 

今後の情勢によって中止や延期の可能性があります。 

ホームページ、または事務所にご確認ください。  

田：田んぼ班  畑：畑班  雑：雑木林管理班 

農：農芸班      自：自然遊び班 

生：生態系保全班   植：植物育成班

☆ 谷戸塾    里山一日体験  

 父と子の里山体験  会員以外の方 参加費 500 円／組 

各班活動 農家風休憩舎9：30集合 

     （農芸班は、10時）

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667鎌倉中央公園管理事務所内

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10時～16時

 ： https://yato-yamasaki.sakura.ne.jp  

Ｅメールアドレス：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp
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